
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

船越小だより 

学校だより第１０号 

南城市立船越小学校 

令和７年８月２９日 

「２学期のスタートにあたって」 

２学期始業式 

２校時の始業式では、代表のお友だちが２学期頑張りたい

ことを発表してくれました。他のお友だちも静かに話を聞い

ていました。２学期もふなっこパワーで頑張りましょう！！ 

今日から２学期が始まりました。夏休み中も、保護者の皆様には子どもたちの生活や学習を温かく見守

っていただき、心より感謝申し上げます。２学期は「学びの秋」「実りの秋」と言われるように、学校生活

が最も充実する時期です。運動会、社会科見学、校外学習など、各学年で様々な行事が予定されています。

子どもたちにとっては、多くの体験を通して大きく成長する機会となります。運動会では、学年で協力し

て目標に向かって取り組む姿や、一人ひとりが力を出し切ろうとする姿が見られます。思うようにいかな

いこともありますが、その過程こそが心と体の成長に結びついていきます。子どもたちには、成功だけで

なく、努力の積み重ねや挑戦する姿勢を大切にしてほしいと思います。 

また、社会科見学などの校外学習では、教室を離れて地域や社会のしくみを体験的に学びます。公共の

場でのマナーやルールを実践する中で、社会性や責任感も育まれていきます。こうした経験が、子どもた

ちの興味や将来の夢につながっていくことを願っています。 

２学期は気温の変化も大きく、体調を崩しやすい時期です。特に体育行事の練習や外での活動が多くな

るため、熱中症や感染症への対策を徹底し、安全で健康な学校生活を送れるよう配慮してまいります。登

下校の際の交通安全指導にも引き続き取り組んでまいりますので、ご家庭での見守りと声かけもお願いい

たします。 

学習面では、１学期に培った力を土台に、より深く考え、表現する学びへとつなげていきます。「なぜだ

ろう」と問い、「こう考える」と自分の意見をもつことを大切にし、子どもたちが「わかった」「できた」

と実感できるように努めてまいります。 

子どもたちにはそれぞれの成長のペースがあります。焦らず、その子らしい歩みを大切に見守っていき

たいと考えています。 

２学期も、職員一同、心をひとつにして教育活動に取り組んでまいります。引き続き保護者の皆様のご

理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

夏の暑さが残る中にも、朝夕には少しずつ秋の気配が感じられるようになってきました。保護者の皆様に

は、夏休み期間中も本校の教育活動にご理解とご協力をいただき、心より感謝申し上げます。 

さて、いよいよ２学期が始まりました。２学期は「学びの秋」「実りの秋」とも呼ばれるように、子ども

たちが大きく成長する大切な時期です。運動会、社会科見学、校外学習など、各学年でさまざまな行事が

予定されています。また、日々の授業を積み重ねる中で、学力の定着や自己表現、仲間との関わりを深め

ていく時間でもあります。運動会では、子どもたちが心をひとつにして取り組み、達成感や協力する喜び

を感じることができる貴重な機会となります。練習の中では、思うようにいかず悩むこともあるかもしれ

ませんが、その一つひとつの過程が、子どもたちの心と体の成長に確実につながっていきます。応援や団

結といった集団の中での役割意識、努力することの意味、そして何よりも最後まであきらめずにやり遂げ

る姿勢を学ぶ絶好の機会です。 

また、社会科見学などの校外学習は、教室では得られない「本物にふれる体験」を通して、子どもたち

の学びを深める場となります。普段の学習で身に付けた知識を実生活と結びつけて考える力や、公共の場

でのマナー・ルールを実践する力を育むことも、大切なねらいの一つです。これらの体験が、子どもたち

の視野を広げ、社会への関心や将来への夢につながっていくことを願っています。 

２学期は気候の変化も大きく、体調を崩しやすい時期でもあります。特に残暑の中での体育行事や外活

サマースクールの協力ありがとうございました 

７月 23・24・25・28 日の４日間、６年生対

象のサマースクール（補習学習）をおこないま

した。長期休業中に学習内容を振り返ること

で、１学期の学習の理解がより深まることと、

つまずきやすい内容に集中して取り組むこと

で、２学期以降の学習に自信をつけることがで

きました。通常の授業に比べて人数も少なく、

静かで集中しやすい環境で一人ひとりのペー

スに合わせて取り組むことができました。登下

校の送迎にもご協力にも感謝申し上げます。 


